	対象学校
	小学校
	学　年
	第４学年

	単　元　名
	地域の歴史・文化博士になろう
	内　容
領　域
	「歴史・伝統と自分」

	単　元
目　標
	関心・意欲・態度
	郷土の偉人である石井十次について興味・関心をもち，積極的に調べたりまとめたりしようとする。

	
	思　　考
判　　断
	郷土の偉人である石井十次について調べていくなかで，地域の歴史や伝統について考える。

	
	技　　能
表　　現
	郷土の偉人である石井十次について調べたことを，わかりやすくまとめ，他の学年の人や地域の人達に発表し伝える。

	
	知　　識
理　　解
	調べたりまとめたり伝えたりしていく中で，孤児の父と呼ばれた石井十次の思いや願いを理解する。

	単　元
の
意　図
	・本単元は，郷土の偉人石井十次について，調べる活動やまとめ伝えていく活動をしていく中で，石井十次の郷土に対する思いや願いに気付いたりしながら，自分のふるさとを愛する気持ちを育むことをねらいとしている。

	単　元　計　画
	総時間数
	３５時間

	題　材
	月
	時間
	活　動
	留　意　点

	郷土の偉人石井十次について調べよう
	４～　　　　　　　    ７
	１～３
	・オリエンテーション
・テーマ決定
	・石井十次のＶＴＲを見せて，本単元の意欲付けを図る。

	
	
	４～1４
	・石井十次について自分が決めたテーマに沿って調べる。

	· 書物やインターネット，友愛社，地域の方々へのインタビュー等を通して，石井十次について調べる。

· 石井十次顕彰会の方に講話をしていただく。

	
	
	
	
	

	調べたことをまとめよう
	９～１
	１５～２７
	・自分が決めたテーマについて調べたことをまとめる。
・紙芝居や劇などにわかりやすくまとめる。
	・石井十次の功績や思い・願いについて調べたことを視聴者を意識しながらまとめる。

	調べてまとめたことをみんなに知らせよう
	２～

３
	２８～

３５
	・調べてまとめたことをみんなに知らせるために練習する。

・発表会を開き，調べてまとめたことについて発表したりする。

・発表会の感想などを話し合う。
	・参観日や学習発表会などを活用して，多くの児童及び保護者や地域の方々に聞いてもらう。


	評　価　規　準　　（小学校　第４学年　地域の歴史・文化博士になろう）

	題　材
	時間
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	技能・表現
	知識・理解

	石井十次について調べよう
	１～３
	石井十次という人物について関心をもつ。

	オリエンテーションから，自分の調べていくテーマを考えることができる。
	
	

	
	４～14
	自分で決めたテーマについて，意欲的に調べようとする。

	自分のテーマを調べていく中で，石井十次の思いや願いに気付くことができる。
	自分で決めたテーマについて，書籍やパソコンを活用し調べることができる。

また，インタビューしたり見学したりして調べを深めることができる。
	石井十次がどんな人で,どんなことをした人だったのかが分かる。


	調べたことをまとめよう


	15～27
	自分で調べたテーマについて，意欲的にまとめていこうとする。

	自分のテーマを調べていく中で，郷土の偉人のすばらしさに気付くことができる。

	調べたテーマについて，模造紙やプレゼンテーションまたは,紙芝居や劇などにまとめることができる。
	石井十次の思いや願いについて理解したことをわかりやすく説明することができる。



	体験したことや調べたことをみんなに知らせよう
	28～35
	自分でまとめた石井十次の人柄や功績について，意欲的に相手に伝えていこうとする。

	調べたことの発表を通して，地域の歴史や伝統を再確認することができる。

	自分でまとめた石井十次について，自分で選んだわかりやすい方法で相手に伝えることができる。

	発表を通して，郷土の偉人である石井十次の思いや願いが理解できる。



